
不審火が多発しています
燃えやすいゴミを放置しないようにしましよう。

３
階
で
そ
の
家

の
方

（ご

夫
妻
）
が
見

つ
か
り
、
救
急

搬
送
さ
れ
た
が
、
病
院
で
死

亡
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
周
辺
の
民
家
３
軒
に
延
焼

し
、
２
軒
が
全
焼
、
１
軒
が

一
部
焼
失
す
る
と
い
う
火
災

が
発
生
し
ま
し
た
。
ま
た
、

そ
の
南
西
約
３
０
０
メ
ー
ト

ル
に
あ
る
資
材
置
き
場
が
全

焼
、
そ
の
約
８
分
後
、
北
約

６
０
０
メ
ー
ト
ル
に
あ
る
倉

庫
が
全
焼
す
る
な
ど
１５
分
間

に
半
径
４
０
０
メ
ー
ト
ル
圏

内
の
計
４
カ
所
で
不
審
火
と

見
ら
れ
る
大
火
災
が
発
生
し

ま
し
た
。
京
都
府
警
捜
査
１

課
と
伏
見
署
が
連
続
放
火
事

件
と
み
て
、
現
住
建
造
物
等

放
火
容
疑
で
捜
査
し
て
い
ま

こ
の
新
聞
は
京
都
府

府
民
生
活
部
府
民

力
推
進
課
ま
た
伏

見
区
区
民
支
援
事
業

の
補
助
を
受
け
て
発

行
し
て
い
ま
す
。

す
。伏

見
区
で
は
７
月
２６
日
未

明
に
下
鳥
羽
前
田
町
の
民
家
、

２９
日
夜
に
横
大
路
中
ノ
庄
町

の
店
舗
兼
住
居
で
不
審
火
が

あ
り
、
伏
見
署
や
伏
見
消
防

署
が
連
日
警
戒
に
当
た

つ
て

い
ま
し
た
。

い
ま
だ
に
犯
人

逮
捕
の
情
報
は
あ
り
ま
せ
ん

の
で
、
不
審
者
に
は
十
分
注

意
し
、
家
や
倉
庫
の
、
ガ
レ
ー

ジ
な
ど
に
燃
え
や
す
い
新
聞

紙
、
大
型
ゴ
ミ
、
廃
材
な
ど

放

置

し
な

い
よ

う
に
し
ま

し

よ

つ́
ｏ

平
成
２６
年
８
月
１
日
午
前
４
時
４８
分
ご
ろ
、
京
都
市
伏
見
区

向
島
ニ
ノ
丸
町
で
、
自
宅
兼
事
務
所
の
１
階
ガ
レ
ー
ジ
付
近

か
ら
出
火
、
木
造

一
部
鉄
骨
造
４
階
建
て
延
べ
約
４
０
０
平

方
メ
ー
ト
ル
が
全
焼
し
ま
し
た
ｃ

第5号 平成26年 9月 25日 発行

向
島
【
一ュ
ー
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ロ

商

店

街

夜

店

開

催

７
月
２７
日
向
島

ニ
ュ
ー

タ
ウ

ン
商
店
街
前
広
場
に

て
今
年
も
夏

の
宵

の
ひ
と

時
を
家
族
連
れ
で
過
ご
そ

う
と
セ
ン
タ
ー
商
店
街
が

主
催
し
て
午
後
５
時
か
ら

９
時
に
か
け

て
夜
店
が
開

か
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
、
団
地
周
辺

の
家
族
連
れ
、
ま
た
通
勤

帰
り
の
サ
ラ
リ
ー

マ
ン
、

カ
ッ
プ
ル
、
友
人
同
士
の

仲
間
な
ど
が
散
策
に
訪
れ

か
ら
揚
げ

。
金
魚
す
く
い
。

ス
マ
ー
ト
ボ
ー
ル
・
射
的

・

た
こ
焼
き
、
な
ど
４０
点
店

舗
を
超
え
る
屋
台
が
出
揃

い
、
ピ
ー
ク
時
の
午
後
８

時

頃

は

８

０

０

人
余

り
の
賑
わ

い
と
な

り
ま

し

た
。当

日
の
安
全

と
安
心
２
枚
店

祭
り
に
す
る
た

め
、
伏
見
消
防

署

・
向
島
交
番

な
ど
関
係
機
関

か
ら
も
立
ち
入

り
の
警
備
も
入

り
、
地
域
の
防

犯
推
進
委
員
、

ま
た
学
校

関
係

か
ら
も
先

生
方

の
見

回
り
も
さ

れ
、

大
過
な
く
商
店
街
夜
店

は

午
後

１０
時

頃
終

了
し
ま

し

た
。

向島まちづくり協議会
ニノ丸学区防犯パトロール隊

発行責任者隊長′
1ヽ島弘

向島ニノ丸学区

防犯パトロール隊

小 島 弓ム 池 本 篤武

小倉 譲― 清 水 敬 ―

高田  弘 小島キ ミ子

柳沢 1券 ― 細 見 鈴 代

本寸J也 清 司 紺村きよ子

長 屋 頴 和 日高 和美

山下 和人 中西 照子

武 田 裕 行 村田芙美子

岩 井 雅 敏 佐藤 満江

長谷川繁雄 柳  初美

阪 本 裕 行



振
り
込
め
サ
ギ
の
被
害
が
急
増

し
て
い
ま
す
。
手
口
は
巧
妙
化
し

て
お
り
、
だ
ま
さ
れ
な
い
よ
う
に

す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
？

最
近
は
電
話
に
取
り
付
け
る
防

止
装
置
が
相
次
い
で
開
発
さ
れ
、

効
果
を
あ
げ
て
い
る
よ
う
で
す
。

こ
の
装
置
は
、
電
話
に
取
り
付

け
る
と
呼
び
出
し
音
が

一
回
な
り
、

音
声
が
な
が
れ
ま
す
。

「犯
罪
被

害
防
止
の
た
め
会
話
内
容
が
録
音

さ
れ
ま
す
」
。
と
ガ
イ
ダ
ン
ス
が

流
れ
、
や
ま
し
い
気
が
な
く
て
も

ド
キ
ツ
と
し
ま
す
。

開
発
し
た
の
は
名
古
屋
市
の
通

信
機
器
メ
ー
カ
ー
で
、
受
話
器
を

と
る
と
録
音
を
始
め
、
緊
急
時
は

ボ
タ
ン

一
つ
で
身
内
な
ど
に
自
動

発
信
し
ま
す
価
格
は
１
万
２
８
０

０
円
、
そ
の
ほ
か
に
も
他
の
メ
ー

カ
ー
か
ら
も
同
様
の
装
置
が
、
５

０
０
０
円
か
ら
７
０
０
０
円
で
発

売
さ
れ
て
い
ま
す
。

愛
知
県
小
牧
市

の
主
婦
（
５８
）
が

昨
年
末
、
自
宅
の
電
話
に

「振
り

込
め
詐
欺
見
張
隊
」
と
い
う
装
置

を
取
り
付
け
ま
し
た
。
以
前
、
知

人
が
オ
レ
オ
レ
詐
欺
被
害
を
受
け

自
分
も
心
配
に
な
つ
か
ら
だ
と
言
っ

て
い
ま
し
た
。

「警
告
の
音
声
を
聞
く
と
あ
き

ら
め
る
よ
う
で
、
セ
ー
ル
ス
な
ど

の
迷
惑
電
話
も
全
く
な
く
な
っ
た
、

今
は
安
心
し
て
親
戚
や
友
人
の
電

話
に
も
出
ら
れ
ま
す
。
」

と
話
さ
れ
て
い
ま
す
。

振
込
め
詐
欺
見
張
隊

新
１
１
７

２
０
１
３
年

の

振
り
込
め
詐
欺

は

９
２
０
４
件

で
、

被
害
総
額

は
約

２

６
０
億
円

（
警
察

庁
調

べ
）
。
件
数

は
昨
年

の
５
倍
強

に
な

つ
て

い
ま
す
。

う
ち

子
供
な
ど
を

装
う
オ

レ
オ

レ
詐

欺
が

５
３
９
６
件
。

同
僚
な
ど
を
称

し

て
自
宅

に
現
金
を

取
り
に
来

る
手

口

が
増
え
、

８
割
を

占
め
て
い
ま
す
。

手

口
は
あ
ら
か

じ
め

「
電
話
番
号

が
変
わ

っ
た
」
と

伝
え

て
き

て
登
録

さ
せ
、
後
で
掛
か
っ

て
き

て
身
内

か
ら

と
思
わ
せ
る
事
例

が
多

い
。
警
察
庁

は

「
電
話
番
号
が

本
当

に
変
わ

っ
た

ト
ビ
ラ
フ
ォ
ン

の
か
、
身

内

に
確

認

を
、

そ

れ

以
前

に

ナ

ン
バ

ー
デ

イ

ス
プ
レ
イ
な
ど
使

っ

て
、

怪

し

い
電

話

に

は
出
な

い

の
が

望

ま

し

い
」

と

呼

び

か
け
、

声

だ

け

で
見
抜

け

る
と

は

思

わ

な

い
ほ
う

が

い
い
。

と

言

っ
て

い
ま

す
。

防 犯 用 電 話 自 動 応

答 録 音 ア ダ プ タ ー

Photoplus

電
話
に
振
り
込
め
撃
退
装
置

10000

8000

6000

4000

2000

0

●振り込め詐欺の被害件数
(警察庁の認知件数)

件

2009年  10  11   12   13

:i= 層の霰から

'・=  
■音が日こえる。
饉に相談したら
いいの。 

「

妻と

別居中だけど、
子どもに会いたい。

中古の家を買つたら

雨漏りがひどい。
どうすればいい。 返せなくなつた。

.

星 1■ξ
。

: 1 取り立てが怖くて、

職場の上司からの

イジメがますます
0どくなつて  F

.夜も眠れない。

会社が給料を
払つてくれない。
どうすればいいんだ。

ネットオ中クションで
詐欺にあいました。

別れた彼氏から
脅されています。

xt晴簾鷲認
に/

0
相瞭はご本人でなくてもかまいません。

ご家族、ケースワーカー、医師、

支援している方、

自治体0員の方でもどうぞ。

法テラスサポートダイヤル

0570‐ 078374
1P■ 皓 PHSか らI10067455600

(1:よ卑滉署t阜繰峙)

擢1

0
弁護士・

司法書士に

依頼する

経済的に余裕のない方には、

弁E士 費用や司怯
=士

費用を立曽える劇Eが あります。

「経済的に余格のない方Jに あたるかどうかは

収入や貯金額などで決まります。

立書えの遍済口はヽ月5千 円から1万 円署Eです。

生活保目を受総中の方には

猶予や免除の制層もあります。お問合せください。

弁護士・

司法書士に

相談する

経済的に余書のない方には、■■で3回 まで相麟できる

制
=が

あります。「経済的に余裕のない方」にあたるかどうかは

収入や貯金麟などで決まります。お問合せください。

テ
ラ
ス



思わぬ事故を招く危険大 !超迷惑な「自転車NGマナー」5

B γ冒翼声
正しく

ノ [6爾

自転車は免許不要で、徒歩よ

りはる力ヽ こ早く移動できます。

カゴが付いていれば、荷物を乗

せることも可能です。その利便

性もあり、最近は自転車通勤が

増えるなど、自転車を移動手段

として活用する人が増えていま

丸

しかしその半面、自転車の迷

惑マナーに驚かされることが少

なくありません。ときには、事

故になりそうなヒヤッとする

場面も。そこで今回は、最近見

カヨナた迷惑マナー事例をご紹介

しましょう。

① スピー ドを緩めず歩道で歩
行者に道を譲らせる

歩道に自転車マークが記され

|もいるほどです:その状態で、 |そのため、周囲の危ぃを察知す
|

|も し歩行者がベルに気0ど てヽい |ることができなくなります。こ
|

|なかったり、思つたのとは逆に |           
について

|

1動いたりした場合、そのまま歩 |          あり、ま |

1行者にぶつかつてしまうかもし 1    疎 上し |

|れません。          |て いる場合がありますし    |

1 自転車のベルは、何か危険な | また携帯電話は、まず操作時 |

|どがある際に、それを周囲へ知 |に片手運転となることで自転車 |

|  らせるためにあります。決 1操作が不安定になるでしょう。 |

|  して、歩行者に道を譲らせ | さらに目線が携帯電話に集中し
|

|る
ためのもの●まないの‐ 。

勇題 継 邊 判 量魔 鯰 |

②
』基曇

悧 軸 を爆む る
釘 姜聟

動 を起こす恐れも

どうでしょう力、 あるいは、自

分が倒れる側となつてしまうか

もしれません。

⑤ 謎¢輌南

"自
韓 に栄 つて、

さらに片手で自転車を運ぶ

最後に番外編です。自転車の

片手運転はよく目にしますが、

その離された片手で自転車を運

ぶ姿を見たことがあるでしょう

力、新しく買つたのか、それと

も修理に出したものなのか・・…・

その背景は分かりませんが、そ

んな不思議な光景を何度か目撃

したことがありますЭ

乗つている自転車こそちゃんと

操作されているものの、離れた

片手が添えられた無人の自転車

はフラフラと不安定したまにバ

ランスを崩し、自転車が倒れそ

うになることもあります。不安

定な運転で、もし歩行者や車に

動 つたら、どうするのでしょ

う力、 よく二人乗りが注意され

ていますが、それ以上に危ない

通転のように思えます。

事故、の備えを整えるのも、必

要なマナー

このように、世の中にはたくさ

んの迷惑自動 あ`ります。自

分がノレールを守っていたとして

も、ルールを守らない人から事

故に巻き込まれてしまうような

ケースもあるでしょう。自分の

身に何か起きたとき、あるいは

誰かを傷うけてしまったとき、

あなたにはどうやつて責任を取

ることが出来るでしょう力祐

自軽沖刀意郵Ю まあるものの、

事故などの危険l■ もある乗り物

です:十分な注意をすると共に、

保険などで万が一の対策を整え

ておくことも大切な方法といえ

ます。自転車事故では賠償額が

約1億円もの高額になることも

ありますが、例えばエアーリン

クの「自転車の動田卿向 では、

ひと月300円の保険料で1億円、

417円で2億円という賠償責任補

償を受けることができま丸

を走つていると右車線を |

横断してくる自転車の姿
|

が見えづらいため、思わ |

ぬ事故を招きかねません。|

|

|

③携帯電話や音楽プレイ |

ヤーを操作しながら運転  |
道路交通法でも禁止さ |

れている『ながら運転』。
|

その中でも特に多いのが、|

次の2つですЭ      I
・イヤホンなどで音楽を

|

聞きながら      |
・携帯電話を操作しなが

|

ら            |
イヤホンは耳に直接音

|

を送るため、外からの音 |

を遮断してしまいます。 |

1 歩道 と車       :|              |
1道が区別さ         (D赤信号も関係なしの交通ルー

|

|れている場       TIノ L誉坂運転

1合、自転車 |    || 
これは歩行者にも見られるこ

1 1 _ス ュ ュ ゛  上

|

1摯 F毒製 l  ll[』 1釜ヒ変
|を走ること        1信 号を守らなてい る場

合 な ど、

例外 的 に

自転 車 も

歩道 を通

行 で きま

1彗sT百曹ヒξttt与言貫藤LI讐是ラテな輩
|けではありませれ 自転車で車 |て

います。車

すЭしかし、あくまで『ダ 諸

則 であることを理解してお

きましょう。

歩いていると、後ろから自転

車のベルの音bま るで威嚇する

かのように、歩行者が道を譲る

ま‐ ウレを鳴らし続ける人がい

ます。中には、ベルさえB鳥らせ

ば歩行者がどくのが当然と考え

ているかのように、一切スピー

ドを緩めずに抜き去っていく人

1道を走る場合、自転車は『左車 | と車との間が少しでも空いてい |

1線』、つまり車と同じ方向に向 |れば、その間に通り抜けられる |

|              で | と考えているでしょう。    |

|     :と |(;曇レ現Iミ

'Ii[:i:な

|

|          ています。1事故へと繋がることもあります。
|

|では、もし車と自転車が接触し 1 実際に、車の後ろを走ってい
|

|て しまったときのことを考えて |た自転車に気づかず「行ける」
|

|みましょう。時速Юkmで走る車 | と思つて赤信号で飛び出したと |

|に、時速20kmで走る自転車が正 |ころ、その自転車に横から突っ
|

フ

][進 [重 藁 i#「営繁 [鰐 曇 :暑

警



平成26年 8月 31日 (日 )午前10時より、

京都府総合見本市会館 (パルスプラザ )

にて伏見ふれあいプラザ実行委員会が

主催するイベン トが開催 されました。

館
内
で
は
、
伏
見
区
各
地
域
か
ら
ボ

ラ
ン
テ
イ
ア
と
し
て
繰
り
出
し
た
出
店

が
出
店
さ
れ

「カ
キ
氷

。
み
た
ら
し
団

子

・
か
ら
揚
げ

・
う
ど
ん
屋

・
お
に
ぎ

り

。
お
寿
司

・
ビ
ー
ル

・
酒
」
な
ど
１６

店
が

一
品
１
０
０
円
で
販
売
さ
れ
、
ま

た
、
各
コ
ー
ナ
ー

「伏
見
き
き
酒
体
験

。

健
康
調
査
体
験

・
救
護
服
体
験

。
税
金

ク
イ
ズ
」
な
ど
３３
団
体
余
り
が
色
々
な

思
考
し
て
、
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ク
イ
ズ
に

答
え
る
と
記
念
品
が
も
ら
え
る
と
し
た

催
し
が
あ
り
、
ま
た
会
場
に
設
け
ら
れ

た
特
別
ス
テ
ー
ジ
で
は
伏
見
区
の
各
地

域
、
団
体
が
日
頃
の
練
習
の
成
果
を
発

表
し
て
、
観
客
席
か
ら
大
き
な
拍
手
を

受
け
て
い
ま
し
た
。

我
々
向
島
ニ
ノ
丸
学
区
パ
ト
ロ
ー
ル

隊
の
中
で
伏
見
保
健
協
議
会
に
所
属
し

て
い
る
レ
デ
イ
ー
ス
隊
も

「健
康

コ
ー

ナ
ー
で
受
付
等
を
し
て
行
事
に
参
加
し

ま
し
た
。

日
曜
日
の
家
族
連
れ
な
ど
で
大
勢
の

人
で
賑
わ

っ
て
い
ま
し
た
。

向
島

ニ
ノ
丸
学
区

防
犯
パ
ト

ロ
ー
ル
隊

は
、
女
性
隊
も
含
め

毎
週
、
２
回
か
ら
３

回
、
向
島
学
区
の
青

パ
ト
に
よ
る
巡
回
パ

ト

ロ
ー

ル
と
、

二

ノ
丸
小
学
校
前

で

下
校
時

の
児
童

の

交
通
安
全
、
防
犯

意
識

の
向
上
に
向

け
た
呼
び
か
け
を

し
て
い
ま
す
。

二
学
期
が
始
ま

り
、
通
学

に
馴
れ

て
き
た
学
童
は
、
下

校
後
ま

っ
す
ぐ
家
に

帰
ら
な

い
児
童
が
増

え

て
き
た
と

の
情
報

を
得
て
、
校
門
を
出

て
き
た
子
供
に
ま
ず

家

に
帰
る
よ
う
声
掛

け
を
し
て
い
ま
す
。

第8回 秋の祭典摯
日時 平成26年 10月 26日 (日 )午前10時～午後3時30分

場所 向島ニュータウンセンター広場 (京銀向島支店前)

イベント (各学校生徒による演奏会。舞踊 。ダンス・等。)

各展示、フリーマーケット・模擬店 。直販・

おはぎの振る舞い。など

中秋の日曜 日のひと時、多数おいで下さい。

向島駅前まちづくり実行委員会

ま
た
、

８
月

の
不

審
火
に
よ
る
大
火
が

発
生
し
た
状
況
下
で

夜

の
パ
ト

ロ
ー

ル
に

は
不
審
者

の
行
動
に

注
視
し
な
が
ら
、

い

ま
だ
に
無
灯
火

の
自

転
車
が
後
を
絶
た
ず
、

点
燈
を
呼
び
か
け

て

い
ま
す
。

そ
し
て
、
住
み
よ

い
住
宅
道
路
環
境
維

持

の
た
め
街
灯

の
球

切
れ
に
も
注
視
し
、

発
見
次
第
関
係
官
庁

に
報
告
し
て
回
復

の

処
置
を
取

っ
て
い
ま

す
。

高
齢
者
を
狙

っ
た

特
殊
詐
欺
犯
罪
が
急

増
し
て
い
ま
す
。
京

都
府
警
の
調
査
に
よ

り
ま
す
と
七
月
ま
で

の
府
内
の
被
害
額
は

約
５
億
８
０
０
０
万

円
と
昨
年
同
期
の
１
・

８
倍
に
な

っ
て
お
り

過
去
最
悪
だ

つ
た
昨

年
１
年
分
の
６
億
７

０
０
０
万
円
を
上
回

る
ペ
ー
ス
に
な

っ
て

い
ま
す
。
被
害
件
数

は
８６
件
。
高
齢
者
の

被
害
は
、
約
７
割
の

６２
件
に
な

つ
て
い
ま

す
。府

内
、
四
金
融
機

関

（京
都
銀
行

・
京

都
中
央
信
用
金
庫

。

京
都
信
用
金
庫

・
京

都
北
部
信
用
金
庫
）

で
、
通
常
で
は
小
切

手
を
作
成
す
る
に
は

当
座
預
金
口
座
を
開

設
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
が
、
預
金
小
切

手
は
そ
の
必
要
が
な

く
、
普
通
預
金
口
座

で
発
行
さ
れ
ま
す
。

振
り
込
め
詐
欺
被

害
者
が
、
犯
人
に
小

切
手
を
渡
し
て
も
、

換
金
す
る
に
は
指
定

さ
れ
た
受
取
人
が
窓

口
で
身
分
証
明
証
を

提
示
し
て
本
人
確
認

の
手
続
き
を
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、
金
融
機
関
が

異
な
れ
ば
指
定
口
座

の
入
金
に
数
日
掛
か

る
た
め
、
詐
欺
と
気

づ
い
た
場
合
に
は
口

座
を
凍
結
す
る
こ
と

が
出
来
ま
す
。

各
金
融
機
関
で
は

高
齢
者
が
多
額
の
現

金
引
き
出
し
を
求
め

た
場
合
、
国
座

へ
の

振
込
み
を
勧
め
た
上

で
、
応
じ
な
い
場
合

に
は
小
切
手
の
利
用

を
提
案
し
て
い
き
ま

す
。
そ
れ
で
も
応
じ

な
け
れ
ば
、
犯
人
が

現
金
の
引
き
出
し
だ

け
を
指
示
し
て
い
る

可
能
性
が
あ
る
た
め
、

状
況
に
応
じ
て
警
察

に
通
報
す
る
。

と
し
た
制
度
で
す
。

預
金
小
切
手
は
全

国
で
す
で
に
静
岡
、

高
知
、
広
島
、
な
ど

１０
県
で
活
用
さ
れ
、

全
国
で
始
め
て
行

っ

た
静
岡
で
は
、

１２
月

の
開
始
か
ら
８
月
末

ま
で
に
７７
件

（２
億

５
０
２
５
万
円
）
の

被
害
を
防
止
し
て
い

ま
す
。

高
齢
者
の
特
殊
詐
欺
被
害
急
増

預
金
小
切
手
で
未
然
防
止

―

フ


